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春
待
つ
心
が
増
殖
招
い
た
？

　
寒
椿
は
ツ
バ
キ
科
の
観
賞
用
常
緑
低
木
で
す
。

写
真
は
大
阪
市
内
の
あ
る
公
園
の
寒
椿
で
、
こ

ん
も
り
低
い
が
、
サ
ザ
ン
カ
そ
っ
く
り
の
花
。

　「
広
辞
苑
」
は
「
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
低
木
。

中
国
原
産
と
い
わ
れ
る
」。
図
鑑
、
事
典
類
に

片
端
か
ら
当
た
る
と
、「
サ
ザ
ン
カ
と
ツ
バ
キ

の
交
配
に
由
来
」「
中
国
原
産
」「
原
産
地
不
明
。

サ
ザ
ン
カ
に
近
い
」
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
。

　
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
も
参
照
。
サ
ザ
ン
カ
と
ツ

バ
キ
の
交
雑
種
の
う
ち
、「
丈
が
高
く
な
り
に

く
く
、
八
重
あ
る
い
は
半
八
重
咲
き
に
な
る
品

種
群
の
総
称
」
と
い
う
記
述
を
見
つ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
一
般
に
サ
ザ
ン
カ
と
い
う
場
合
、
カ

ン
ツ
バ
キ
を
指
す
こ
と
も
多
い
」
の
だ
と
か
。

な
る
ほ
ど
。
私
も
カ
ン
ツ
バ
キ
を
サ
ザ
ン
カ
と

思
い
込
ん
で
い
た
一
人
だ
っ
た
か
。
な
ら
納
得
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
カ
ン
ツ
バ
キ
が
つ

く
ら
れ
た
の
か
…
…
分
か
る
気
が
し
ま
す
。
花

の
乏
し
い
「
寒
中
」
に
な
ん
と
か
彩
り
を
添
え

た
い
人
情
は
、
木
偏
に
「
春
」
と
書
い
て
、
名

実
と
も
に
春
を
代
表
す
る
「
椿
」
を
求
め
る
気

持
ち
が
切
実
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

寒か
ん

　
椿つ

ば
き

シティ信金行事予定

2/3 土 大安　節分

4 日 立春

8 木 こと始め

9 金 大安

11 日 建国記念の日

14 水 大安　バレンタインデー

19 月 雨水

20 火 大安

23 金 天皇誕生日

26 月 大安

3/1 金 春季全国火災予防運動（〜7日）

3 日 大安　ひな祭り

5 火 啓蟄

9 土 大安

●�シティ信金写経会�
８日　午前９時から 
奈良西ノ京 薬師寺にて

●�シティレディースクラブ「ランチセミナー」�
９日　午前１１時から 
帝国ホテル大阪にて 
講師は講談師・声優・ナレーターの一

いち

龍
りゅう

斎
さい

貞
てい

弥
や

 氏

●�内外情勢調査会�
大阪シティ支部２月例会�
１４日　正午から 
帝国ホテル大阪にて 
講師は国際政治学者  高橋 和夫 氏

●�地元への奉仕活動（清掃） 
全店舗で実施

急
う
め
だ
本
店
９
階
催
場

の
混
雑
に
圧
倒
さ
れ
た
。

人
の
隙
間
に
潜
り
込
む
。

お
菓
子
を
求
め
る
人
の
列
の
最
後
尾

だ
っ
た
。黒
糖
饅
頭
、三
作
せ
ん
べ
い
、

生
姜
入
り
干
菓
子
を
買
い
込
ん
だ
。

　
「
第
39
回
旨
し
、
美
し
。
金
沢
・
加

賀
・
能
登
展
」（
１
月
11
日
～
17
日
）。

出
店
予
定
80
店
余
の
う
ち
７
店
が
能

登
半
島
地
震
で
見
合
わ
せ
た（
と
後

日
報
道
で
知
っ
た
）。

　

前
日
夕
刻
に
行
っ
た
時
は「
本
日

分
売
り
切
れ
」「
期
間
販
売
予
定
分

売
り
切
れ
」
続
出
で
断
念
。
翌
日
お

昼
前
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
銘
品

に
あ
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　

夕
方
か
ら
梅
田
で
俳
句
の
同
好

会
が
あ
り
、
三
作
せ
ん
べ
い
を
配
っ

た
。
好
き
勝
手
に
詠
み
、
好
き
勝
手

に
選
ぶ
。
和
気
あ
い
あ
い
で
終
わ
り

か
け
た
初
句
会
は
、
あ
る
参
加
者
の

一
言
で
空
気
が
変
わ
っ
た
。

「
災
害
を
詠
ん
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
」。

　

出
さ
れ
た
92
句
中
14
句
が
能
登
地

震
を
詠
ん
で
い
た
。「
心
を
寄
せ
た

く
て
」「
や
む
に
や
ま
れ
ず
」「
今
を

詠
ま
な
い
で
ど
う
す
る
」。
釈
明
、
反

論
は
あ
っ
た
。
が
、
電
気
ガ
ス
水
道

完
備
、
風
雪
と
無
縁
の
大
阪
で
、
進

行
中
の
被
災
現
場
を
詠
む
こ
と
へ
の

違
和
感
の
表
明
は“
刺
さ
っ
た
”。
金

沢
の
お
菓
子
を
話
題
提
供
と
し
て
持

参
し
た
こ
と
も
果
た
し
て
よ
か
っ
た

の
や
ら
…
…
。

　

句
会
の
帰
り
道
、
別
の
参
加
者

が
、
能
登
の
地
震
に
遭
遇
し
た
リ

ポ
ー
ト
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

彼
の
勤
務
先（
大
阪
市
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
展
開
し
て
い
る
英
語
圏

向
け
情
報
メ
デ
ィ
ア（K

odaw
ari 

T
im

es

）
の
ブ
ロ
グ
で
、
女
性
社
員

が
取
材
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「I love N

oto – 

」。１
月
１
日
夕

方
、帰
省
先
の
七
尾
の
海
岸
で
被
災
、

目
の
前
で
道
路
が
割
れ
、
橋
が
壊
れ

た
。
地
域
の
防
災
放
送
に
促
さ
れ
高

台
へ
。
そ
こ
か
ら
始
ま
る
車
と
避
難

所
で
の
生
活
を
多
く
の
写
真
と
と
も

に
綴
っ
て
い
る
。
迫
真
の
リ
ポ
ー
ト
。

英
語
は
簡
潔
で
平
明
で
あ
る
。

　

過
去
２
年
で
取
り
上
げ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
も
一
望
出
来
る
。
能
登
パ
イ
ぱ

い
か
ぼ
ち
ゃ
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
青
の

洞
窟
、
七
尾
の
牡
蠣
小
屋
、
千
里
浜

な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
、
湯
涌
温

泉
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
…
…
筆
者「
Ａ

ｋ
ｉ
」
さ
ん
は
関
西
出
身
。
能
登
は

第
二
の
故
郷
だ
が
、
半
端
な
い
能
登

愛
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「I love N

oto – 

」
が
ア
ッ
プ
さ

れ
た
の
は
１
月
13
日
。「
能
登
は
や
さ

し
や
土
ま
で
も
」と
言
わ
れ
て
き
た

土
地
柄
や
人
情
に
改
め
て
思
い
を
寄

せ
な
が
ら
、
結
び
と
し
て
、
二
つ
の

「
お
願
い
」を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

　
「
能
登
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ

い
」「
ど
こ
か
で
能
登
の
産
物
を
見

か
け
た
ら
買
い
求
め
、
こ
の
地
に
ぬ

く
も
り
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
り
組

み
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」

　
「
今
い
る
」大
阪
、
日
本
、
世
界
で

「
今
出
来
る
こ
と
」
―
焦
点
が
素

直
に
絞
ら
れ
た
。�

（
わ
）

シティ信金協賛行事予定

２月

I love Noto

阪

●�てんま天神梅まつり�
１０日～３月３日 
大阪天満宮にて
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